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2017 年 3 月 1 日 

 

エコノミストは世界を救う 

 

 IIMA 経済調査部長 兼 開発経済調査部長  

佐久間浩司 

 

今の職に就いて 6 年になりますが、今月で退職となりました。日頃からこの IIMA メルマガ

の読者の皆様を初め、多くの方に研究所の活動を支えて頂きました。この場を借りて厚く御礼申

し上げますとともに、これからも変わらぬご支援ご鞭撻をお願い申し上げます。 

研究所で働く中で、時々感じたあることを書きたいと思います。それは、国の発展におけるエ

コノミストの役割です。 

エコノミストは、経済学をベースとした専門知識を持つ職業集団です。企業としてそれを生業

としているのはシンクタンクです。シンクタンク以外にも、何らかの形で経済の専門性を活かし

て日々の職務に当たっているエコミストの範疇の人間が、経済関係省庁、中央銀行、金融機関、

商社などに比較的多くいます。こうした省庁、銀行、企業は、調査部のようなエコノミスト集団

の部署があるので、ローテーションによって、多くのスタッフがエコノミストとしての訓練を受

けます。他の部署に移っても、そのうち何人かはエコノミストとしての見識を忘れずにそれぞれ

の持ち場で意思決定に参画していると思います。 

エコノミストの特徴は、経済学が、社会文化系の学問の中では比較的自然科学に近い原理に

よって組み立てられているために、世界中のエコノミストが、共通の理解のベースを持ち、議

論のための共通の語彙を持っていることです。さらに、これが大事なのですが、どこの機関でも、

エコノミストは、短期的な利害、短期的な収益ノルマやプレッシャーから比較的距離を置くこと

が許されています。このため、別々の機関や国に属しながら、狭い利益にとらわれない合理的な

考えに基づいた意見交換ができるのです。 

G7の財相や中銀総裁は、こうしたエコノミストの中で各国の頂点に立つ人です。法律家とか

歴史家もいるのかもしれませんが、際立つ特徴は基本的には“エコノミスト”だと思います。彼

らは国益に責任を負いながらも、長期的な世界全体のWin-win 関係を築くために協議していま

す。また経済分野では長期的なWin-win 関係が成り立つという信念を持ちながら行動している

と思います。 

このトップエコノミストの周辺には、それを支えるエコノミストのグループが様々な機関に散

在しており、自分と同じような肩書きやレベルの海外のカウンターパートと交流します。こうし

た集まりの場では、所属機関の利益を忘れることはありませんが、それでも一旦は個々の利害を

離れて大所高所からの議論をするのです。ブレトンウッズ体制が崩壊した後も、世界は為替相場
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切り下げ競争に陥ることなく、マクロ的な政策協調を続けておりますが、この背景には、こうし

た何層ものエコノミストのコミュニケーションがあったのだと思います。 

こうしたエコノミスト同士の交流は、東アジアでももっと活発にあるべきでしょう。最近、当

研究所は、中国の社会科学院と共同で、東アジア地域統合をテーマに日中間の学者、研究者の

ワークショップを開きました。参加者の間で、肩肘張らないフランクな意見交換ができたと思い

ます。いろいろな問題を抱える日中間ですから、最初は相手の出方を見ながら恐る恐るの様子も

ありましたが、徐々に本音トークになっていきました。 

アジア、特にその中心となるべき日本と中国の間では、こうした情報交流を広げていくことは

非常に大切です。その際に大事なのは、本音を話せる立場の人が集まる必要があることです。こ

のため、政策や制度の企画立案に直接関わっているひとは避けた方がいいでしょう。技術的なこ

とですが、こうした工夫は必要です。 

フランクに話せる段階に達したら、次に大事なのは、ただ仲の良い雰囲気だけで満足してし

まっては進歩がありません。出来るだけ具体的なテーマを持って臨むことが大事だと思います。 

（IIMA メールマガジンへの寄稿） 
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